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１.企業活動を支え災害時にも機能する道路を早期に実現する

（理由）

○産業集積地にあって、高速道路へのアクセスに時間を要し、新たに整備される新名神高速道路等の
機能を十分に活かすことができない状況にあり、企業活動や新たな企業誘致等を支援するために高
速道路への所要時間を短縮し、定時性を確保する道路整備が必要。

○南海トラフ巨大地震発生時に沿岸部にて津波等による甚大な被害が想定されるなか、沿岸部の人口・
産業の集積地と内陸部の高速道路を結ぶ、災害に強い東西軸の道路整備が必要。

○アンケートやヒアリング、１００人協議会等においても、産業を支え、災害時にも機能する道路の
早期整備が必要という意見が多く、政策目標を早期に実現できる道路が望まれている。
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２.ルート１ 市街地北部ルートを基本として検討する

（理由）

○ 政策目標「１．工業製品出荷額等日本一の産業を支える道路基盤の充実」に対して「産業支援
関連」におけるルート帯案の比較評価を行った結果、ルート１市街地北部ルートについては、
「◎改善・満足している」、ルート２市街地通過ルートについては、「○改善・満足しているが
他に比べてやや劣る」評価結果となっている。

○ 政策目標「３．災害時にも社会経済活動を持続し地域の持つポテンシャルを早期復元できる道路
機能の強化」に対して「防災関連」におけるルート帯案の比較評価を行った結果、ルート１市街
地北部ルートについては、「◎改善・満足している」、ルート２市街地通過ルートについては、
「○改善・満足しているが他に比べてやや劣る」評価結果となっている。

○ 【政策目標の達成】ルート１市街地北部ルート及びルート２市街地通過ルートは両案とも、政策
目標として掲げた「１．工業製品出荷額等日本一の産業を支える道路基盤の充実」、「２．中
部・近畿や県内の連携強化のため、選択性のあるネットワークの確保」、「３．災害時にも社会
経済活動を持続し地域の持つポテンシャルを早期復元できる道路機能の強化」の達成が期待され
るが、ルート１市街地北部ルートの方が、ルート２市街地通過ルートよりも、政策目標１及び３
の達成がより一層期待できる。
また、ルート１は、工事期間中の交通への影響、建設期間等の観点においてルート２に比べ大

きく優れている。なお、アンケートやヒアリング、１００人協議会等においては、早期効果の発
現が多く主張されている。



（１）概略計画案策定後の計画の詳細化にあたって

１－２ 鈴鹿亀山道路における対応方針
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（２）鈴鹿亀山道路の効果拡大に向けて

（３）計画策定段階、事業実施段階における配慮・留意事項

○【インターチェンジの配置】鈴鹿市、亀山市等の意見を踏まえて、他の幹線道路や市街地からのアクセス
性を重視して配置すると共に、アクセス道路の整備についても併せて検討する。（詳細は次頁）

○【自然環境や重要な史跡等への配慮】道路整備を行うにあたって、自然環境や史跡等への影響を低減する
ために、今後、計画ルートの詳細な検討にあたり、自然環境や史跡等への影響にできる限り配慮する。

○【景観への配慮】今後、計画ルートの詳細な検討にあたり、周辺景観への影響に配慮する。

○【沿岸部への延伸検討】防災対策の目的で要望が高い沿岸部等との連携強化に向けて、将来的に鈴鹿亀山
道路の国道２３号までの延伸を関係機関と連携して検討する。

○【周辺道路との連携】鈴鹿亀山道路の防災対策や渋滞対策等の整備効果をより多く発現するため、今後、
周辺道路と一体となった整備効果検討を関係機関と連携して進める。

○【土地利用計画等まちづくりと一体となった効果拡大】道路整備と一体となった地域の活力維持、活性化
を図るため、鈴鹿亀山道路の整備を前提とした土地利用計画を関係機関と連携して環境の保全に留意し
ながら検討する。

○【コミュニケーション活動の継続】計画策定段階、事業実施段階において、県民等に対する充分な情報提
供や意見集約といったコミュニケーション活動の継続に努める。

○【鈴鹿亀山道路の”夢”の実現に向けて】鈴鹿亀山道路の実現は、地域にとっての夢であり、100人協議
会等であげられたアイデアなど、より効果を高める施策を検討する。




